６月２５日（日）

「歎異抄」　

講師：大島義男先生

（住職による紹介）私が夜の学校だったんですが、夜９時位まで大体ありまして、一年の学校だったんですが、このまま卒業してしまっては困るなと思いまして、先生のお一人だった大島先生に夜の９時以降１１時位まで、教えて頂いていた、そういう先生です。解らないところは聞きなさいと言って下さったので、安心して聞けたんですけれど、でも、聞いても良く解らなかったんですけれど、そうはいっても色々とにかく丁寧に教えて下さると言うか、丁寧に教えを聞いていらっしゃる、あのぉ私にとって大事な先生をやっとお招きできまして、有難い事だと思っております。　先生は今浅草の方で学びを続けていらっしゃって、でぇ色々な所でお話もされていらっしゃいます。えぇ　そうですね、あまりべらべらしゃべるなって、先生のお話を聞いて頂ければ、あのぉみなさんよく解っていただけるんじゃぁないかと思っております。　で、先ほども実は、「私は早口だからぁ」って先生仰ってました。「なるべくゆっくり喋って」ってお願いしておきましたけれども。聞き取れないようなところがあったら後の時間で質問してください。　どうぞ宜しくお願いします。お待たせしました。

（三帰依文）

よろしくお願いいたします。初めてお邪魔しましてですね、楽しみにやってまいりました。今住職から紹介頂きまして、まぁああいう関係なんですけれども、要は終った後一緒に飲んだだけなんでありましてぇ、まぁ大体、そういう事でありまして。で、先ほど控え室でぇですね、ちょっとお話を伺いまして、「歎異抄」と言うことなんですけれども、何か全く初めてっていう人が多いってことで、これはやっぱり「いろは」から申し上げなければと思いながら今勤行をしておりましたんですねぇ　まぁそれで、少し　あのぉ、まぁここでもお聞きになっていらっしゃる方々がいらっしゃると思う訳ですがぁ、私も初めてでもありますし、まぁ私の自己紹介代わりにですねぇ少し「仏教のいろは」を申し上げる形にさせて頂いてはどうかと今そんなふうに思っておりました。で、「歎異抄」までとはなかなか行けない感じがしますものでありますから、こんなところを前提にしてというような面で今日はお話をさせてもらおうかというふうに思っております。まぁ、実は基本を申し上げるのが一番辛いって言えば辛いんですが、まぁごまかしが利かないもんですからねぇ、でかえって困っているってこともあるんです。
まぁあまりにもこれあのぉ基本ですが、いったい仏教とは何だと、仏教とはどういう教えなのか？と、こう基本をぶつけられますと。意外とこれ、あのぉ分かったようで判らないんですね。又、仏教が今日非常に分かり難くなっている時代です。　まっ　仮に、あの申し上げてもなかなか通用しないっていう時代でもありますしですしね、そもそも「仏教なんか」ってですね相手にされない時代に、まぁなっておりましてですねぇ・・・まぁ、今日、こんだけの方々がお見えになったのを見てビックリして、揚がっているところでございます。で、勿論これ、仏教ですから、人間の苦をですね解き・・苦を解放・・人間を苦から解放させていく教えであるってことは当然にあるんですねぇ、ただ、苦というのを仏教でですねぇどういう風に受け止めるかという事がありましてですね、これは皆さん教わっているかと思うのですが、われわれの思い通りに成らないことを仏教では苦と言う言葉で言い表します。まっ通常これあのぉ、「四苦八苦」っていうふうに、そのぉ具体的にまた一番元になって来る苦という事を四つあるいは八つで言い表しているんですね。「生老病死」と言い、この四つでありますけれど、生まれたという苦、歳を取る、老いるという苦、それから病む、病気をするという苦、それから死ぬるという苦、いずれもこれあのぉ我々の思い通りにならないことの具体的な姿を言い現します。生まれることも、それから歳をとったり、病むことも、死ぬということも、我々、やっぱり、ままならないって事ですねぇ　まぁ自分なんかも、もう少し頭の良い生まれをしたならばとかですえ、もう少しお金持ちの家に生まれてきたならば、ってなこともですねぇこれ思わないこともないんですけれどね。が、しかし、頭の良くない、あるいは、さして豊かな家庭でない所にまぁ生まれて来た、これも、ままならない事ですねぇ。　まっ生まれつき病気を持って誕生されてきた方もあるでしょうしね、いろんな形で、その、まぁ、女性で言えば、もう少し器量が良く生まれてきていればって思った方もいらっしゃるかも知れませんですねぇ、要するに、しかし、そういう生れった事はまぁどうにもならないんですねぇ、まっ老いると言う事、まっ歳をとりたいと思っていらっしゃる方もいらっしゃらない、あるいは、病気をしたくて病気をしている方もいらっしゃらないでしょうけれども、歳をとりたくなくても、病気をしたくなくても、生きる事におきましては老いたり、病気をする、避けられないですね、これも、ままならない事の具体的な姿であります。又、死ぬるってこともこれは思い通りにならない訳ですねぇ、死にたくなくとも死ぬ時がくれば死んでゆかなければならないでしょうし、死にたくても死ぬ縁が来ませんですとね、未だ生きていなければならないでしょうし、死ぬって事も思い通りにならないんですねぇ。
もう少し、まぁ言えばですねぇ、さらに、「愛別離苦」「怨憎会苦」「求不得苦」「五蘊盛苦」この４つを加えますと８苦になるんですね。愛しい人と別れなければならないって言う事、これまた我々のままならない具体的な姿でしょう。もっともっと大事な方に生きていて欲しいと、もっともっと一緒に暮らして行きたいと、こう思っても別れは常に付きまとう訳ですし、逆にイヤな人と顔を会わして行かなければならないって事も、ままならない具体的な姿なんですねぇ、イヤなんだけれどもしょうがないわって事もあるんでございましてですね。それから、文字通り求めて得られない、ってこれ本当にままならないことの具体的な姿であります。さらに「五蘊盛苦」、これは仏教ではこの身の事を五蘊といいますけれども、まぁ「色・受・想・行・識」の五つ集まったのが身でありまして、身が盛んである

っていうことですね。あまり元気過ぎる。という事ですかね。返って身をもてあますって事がですね　これまた、ままならない姿であると、まぁこれから、さらにここからいろんな苦しみの内容が出てくるんですね、まっこれが苦と言うふうに一応申し上げておきます。大体これが代表するんでしょうか、特にこういうお寺ですとお葬式、ご葬儀にご縁があるでしょうから死ぬるというままならなさ、或いは、「愛別離苦」というようなままならなさって事が実感されている方が少なくないのではないかってな事を思うわけですね。
でぇすから、そういう、その苦を人からを解放させていくということは仏教でも共通な訳ですけれども、じゃぁそういう苦しみというのがどこから引き起こされてくるのか。そういうその四苦八苦と言われて来るような、苦しみを呼び起こしてくる基になってくるものを仏教では、これはあのぉ、平凡に申しますと、あの「迷い」という様なことで一応これは言い表すんですね。ですから、苦を我々から取り除くべくですねぇ迷いを無くしていくという形でですね。我々、人間の苦を取り除き、そして又、人間に楽を与えていくような道、まぁ教えを一応これ仏教という風に、これはまぁ平凡に言うんです。だれでもそう言うんです、どの先生でもそう言うんですね。で、その仏教っていうのは平凡に言えば、仏になる教えなんですけれども。佛になる教えですね、特にこれはですね、「涅槃」と言うふうにこれ又言われてくるんです。仏教とは通常「涅槃を説く教え」であるというふうに言われているですね。まぁ「涅槃」とは元々インドの言葉を音に訳しただけでありまして、漢字に意味は無いんでありましてですね、丁度あのローソクの炎が吹き消されるっていう状態をまっ「涅槃」という言葉で表すんであります。ですから意味は「寂浄」とか「寂滅」とか、あるいは「滅度」、というふうにこれは、あのぉ漢字には訳されるんですね、「涅槃」という漢字には意味はないですね。意味をとれば「寂静」とか「寂滅」とかあるは「滅度」ってことを「涅槃」で表すという意味でありましてですね、我々人間の苦を救うべく「涅槃を説く教え」というのが一応基本であります。
で、これはですね、何をですから「寂滅」あるいは「滅度」するかと言いますとね、あのぉ迷いを吹き消していくと言う事がですね、で、その迷いは何をって言うかといいますとですね、分別への執着とか分別したことの固執とかをごくおおざっぱに「迷い」という言葉で言い表してます。これが先ほど申しました、ままならない人間の苦を呼び起こす基であると。この分別したことの執着とか固執をやっつけると。やっつけるとう形だから人間の苦を取り除いていくっという教えになるんです。
分別はいろんな分別があるんですね。損とか得、儲かるとか損をするとか、或いは、善悪、是非、美しい、醜いとかですねぇ、

勝ち負けとか、いろいろな分別がありますけれど。そこだけ少し、今日は申し上げるかたちにします。

色々あるんですけれどもですね、分別するとこが人間の苦をもたらすということではなくしてですね、分別したことへの執着とか固執が人間の苦をもたらすんであるという意味なんですね。で、まぁこれは解りやすいかどうか解らないんですけれども、人間の生活は、これは、食べることが基本ですし、おおかたこの娑婆での生活というのは食べる事、あるいは又、家族を食べさしていくということで色々な形でまぁ苦労させられてくる訳でしょうから、そこに則する形で話しを少し申し上げておきます。

一番これは解りやすいかと思って、今は受け止めているんですけれどもね。分別への執着という事をですね、一番、私が思ってますのは食べ物についての好き嫌いと言うこと、まぁおそらく、皆さん方、程度の差こそあれ、食べ物について好き嫌いというものはお持ちではないかと思うんですね。えぇ「私は何でも食べる」と言いましてもですね、結構好き嫌いがでてくるんではないかと思うんですね。で、その事自体、たとえばですね、ままならない、たとえばその、病気したら病気という苦をもたらしてくるということでは無くですね。その好き嫌いを分別しまして、その分別した好き嫌いに執着する、縛られる、或いは、固執する、それが病なら病という苦しみをもたらしてくるんだとこういうんなんですねぇ。どう言うことかといいますとね、おそらく皆さん方誰でも、食べ物の好き嫌いがあるかと思うんです、で、それはそれでいいんですけれどもですね、それを執着とかってどういうことかと言いますとね、好きな物だけを食べて、嫌いな物は口にしない。というんですね、好き嫌いの分別に対する執着と言うことであります。ですから、好き嫌いがあってもですね、好きであることがつまり、病の苦しみを呼び起こす基ではなくしてですね　好き嫌いに縛られると言うこと。具体的にはですね、好きな物だけを食べて、嫌いな物は食べないと言う、えり好みって言うでしょう、偏食と言う事。これが分別の執着ってことの具体的な姿です。それが今申し上げた蝋燭の炎の様にメラメラと燃えさかっているんであるという事なんですねぇ。したがって、その「涅槃」と言うことがその食べ物の好き嫌いの執着を滅していくっという意味でありますから、好き嫌いがあっても、好きな物は好きなものとして、嫌いなものは嫌いなものとして何でも食べられるようになるってことが具体的な「涅槃」と言う意味なんです。　解るぅでしょう。ごく普通のことでしょう。この極普通の事がですねこれが今日仏教がですね解らなくなってるんですよ。これが皆さんのようにですね、在家のご苦労された方でもそうでしょうですしね、我々のように衣を着ている者でも、こういう事が解らなくなってきているんですね。だから、坊さんも仏教が解らなくなってきているんですからね、聞く方も余計解らなくなってきて居るんですね。　ですから、まぁ　そりゃいいんですけれどもね、（笑）失礼しました。
ですから、迷いということはそうしますとね食べ物でいいますと偏食なんですよ。

で、私がこれですね、まぁ歳を言いますとね、こう白髪になって歳になりましてですね、生れは、昭和２３年生まれです、丁度戦争が終わった直後に生まれてきて、いわゆる団塊の世代です。皆さんの方がお歳を召した方もいらっしゃるし、お若いかたもいらっしゃるですね、まぁ５０代後半という年齢なんですね、で、私のまあ年代ですとですとですね、やっぱり、自分の親からですね、やっぱり「何でも食べろ」っていうようなこういう教育を受けて来ました。肉でも魚でもって言うか、ヤサイでも何でも食う、まぁあまり肉なんて無かった記憶がありますけどね、何でも食えと言うふうに言われてましてね、嫌いなものでも何でも食べさせられたっていう様な世代ですね。まぁ僕らはまぁたとえば、嫌いなものでも、これは嫌いだと言うような世代だと思うんでありますですね。で、お袋とかにですね、「これは嫌いだ」言いますとですね。で、食わなくてもいいって言うんですよ、その代わり、夕飯はもはや全部たべなくてもいいと言われましてですね、そういう風に言われました。　で、嫌いな物をですね食べないと夕飯にありつけませんですから、どうしようかなっと、嫌いな物を食う辛さとですね、一晩ひもじい思いをする辛さと天秤に掛けましてですね、まぁ一時我慢したほうがまだと言うような形ですね、まぁ嫌いなものでもですねイヤイヤながら口に運んだという様な、まぁ世代です。まぁ、お陰で結構まぁそれでも、大体まぁ何でも食べるような形になってはいるんですねぇ～　ところがですね、私まぁ子供も居るんですけれどね、３人居ましてですね、そういうふうに育てられましから、女房も同年代ですからですね、やっぱり子供を持ちまして、好き嫌いなく何でも食べなさいとこういう風に仕付ける訳ですけれども、それがなかなかそうはいかなくなってきたんですね、まぁ恥をさらけますとですね、嫌いなら食べなくてもいいんだと　こういう風に、教わった通りにやっぱり、まぁ言う訳ですよ。　そうしますとですね。「あぁ　食べなくてもいいよ！」とこういうふうになるんですよ。それで、当初あれっと思ったんです。　家は都会でありましてですね。そうすると嫌いな物は食わないんですよ、で、たとえば、女房とかから聞きますと、風呂でも入ってますとですね、子供はこっそり家を抜けましてコンビニとかへ行くんですよ、でこっそり行きまして、好きな物を買ってきましてですね、で、こっそり抜けでましてね、それで、蔭でコソコソ食ってるんですよ。　これ、誰が悪いと言うよりもそうなっちゃうんですねぇ　そうしましすとですね、好きな物だけを食べられましてですね、嫌いな物は食べなくてもちゃんとやっているって時代になりました。それが、家の父母の時代になりますと、好き嫌いがあるなんて事も言うこと事態も許されなかったって言う時代なんでしょうけれども。　まぁ僕の場合多少いやだなぁと言えた時代でして、そいうふうに少し変わってきましてですね、今は私もう親になって、子供がそういうふうにですね、嫌いな物は食べなくて好きなものだけを食べるっていうような食生活にですねぇ好むと好まざるとに関わらずそうなってきてしまっているんですねぇ。で、家だけではなくて廻りのご家庭でも似たか依ったかになりましてですね、しかも今、あのぉ食べ物が溢れてます。ですからですね、何も嫌いな物を無理して食わなくてもですね、好きなものだけでもなんか食べきれないぐらいの状況になってまして、えぇ本当にあのぉ、そういう意味でいきますとですね、好きな物だけを口にしてゆけるってご時世になってきました。考えられない時代で、ですから、年輩の方々からしたらですね、非常に恵まれた結構な時代という風にお考えかも知れませんですけれども、今申し上げた様にですね、好きな物だけを食べて、嫌いな物は食べないという事は分別への執着という事であります。これは人間の迷いという事であります。　ですからですね、一見しますとですね、食べ物がこんだけ溢れてですね、好きな物を好きなだけ食べられると、こんな恵まれた事はないと思いがちですけれども、私が子供の頃から親になってですね、３０年ってみますとですね、この３０年間の間にそれだけ時代が変ってきたと言うことですね。って事は、それだけですね、仏教界にしますと「迷いが深く成ってきた」と、こう言うことになる訳ですね。したがって、いろいろなその苦しみと言う事が引き起こされてくる訳ですよ、現にたとえば、身体の病気にしましても、例えば３０年前では考えられないようないろんな病気が次から次へと起こってくる訳でしょ。そうすると薬と病気とイタチごっこでしょう。だから、勿論、健康って事は食生活だけに限るわけではない、いろんな要因があるわけでありますけれども、こと食生活に限ぎれば、そうなってきました。で、私は一応田舎育ちでありますから、一応何でも食わされたんですけれども、だんだん、やっぱ時代が恵まれてくるようになってきましたからやっぱり何でも食べると言っても日頃の生活におきまして好みが出来てきまして、あんまり食いたくない物は食べ無い、そして、好みに合うものを取るというような形に知らず知らずになってくるんですねぇ、まぁ自分はこういう体型でしてですねぇ　少し、ちょっと飲む、軽く飲むもんですからですねぇ、すると胃がかなり、もうくたばるんですねぇ、でまぁ、朝かなり胃が弱ってる訳ですよ。そういう時に限りましてですねぇ、女房がですねぇ子供の弁当かなんかに鳥の唐揚げなど作ってましてですね。そんだけでもう「ぐわぁっ」となるんですよ、で、かみさんは何でも食えって言う訳ですよ。まぁそうなんですよね。朝っぱらから、あんなものあったら、食うどころかですね匂いだけでもですすねぇ「ぐわっ」っとなって、胃が痛くなるんですね　唯でさえ吐き気がするんですからね、そうなりましてですね、そういう形でやはり偏食なんです。だから、自分もそうなるんですね。で、これ、どうなんでしょうか、この辺はどうなんでしょうかぁ、今、あのぉ学校の給食はですねぇもう好きなものだけを食べるってな傾向が強くなっているそうでしてですねぇ、嫌いな物を無理して食べさせるという事が先生はないそうです。もしも先生がですね嫌いなものまで無理して食べさせますとこれは「いじめ」であるとか「人権侵害」だとこういうふうに父兄から言われましてですね、結局、嫌いな物を無理して食べさせると言うことがなくなりましてですね。　生徒さんにですね好きな物を食べたいだけって言うか、食べるという給食の形態にやっぱり、なっているというかそういう傾向が強くなってっていうことですねぇ。若いお母さんだとかからよく耳にします。まぁ結構な時代なんでしょうけれども。まぁ僕はそうじゃあないんですが、やっぱり嫌いな物を無理やりにたべさせられた給食風景がありましてですね。遅くまでですね、やっぱりそのぉ無理矢理っと言いますかしぶしぶ食べさせられたという事もありましたけどね、そうしたことは今ではもう少し、昔の風景になっている訳でしょうね。　それだけ恵まれた時代だという事とそれがやはりそんだけ偏食あるいは我が儘と言う事でありますから、迷いが深くなってきていると。だから、これ決してこれ喜ばしいことではないんであります。　まぁ四苦八苦で代表されますけども。多種多様なままならない苦しみという事がこういうような生活の中から次から次へと引き起こされ続けてきているとこいうこういう時代であります。　だから、あまり結構な時代ではないんですね。皆さん方もそうでしょう、例えば年輩の方ですと、おそらく何でも食べさた世代だと思いますけれども、では、お孫さんに向かってですね。「嫌いな物でも何でも食べなさい」とですね　まぁお孫さんにですね、だだをこねられてもですね無理して食わせるかって、そこまでやってらっしゃるかとなると「何とかちゃん！もう好きな物だけを食べればいいのですよ」ってな形で、えてしてやはり、僕は、お孫さんに甘くなっているでしょう？だから子供さんをですね、お孫さんを迷わせていくと言う事になるんです。或いはもっともっと迷いを深くさせていくと言うてなことですね。って言う事をですね。もうお父さんお母さん、或いは、おじいちゃんおばあちゃんが一番身近なところでやっていると言う事なんです。食べ物はまぁそいうことでありましょう。ですから、ぼくらもこういう年代なんですけれども、少し若い人と付合っていますとですねぇ、まぁ仕事の面でもですね、自分の好きなこと、したい事はこれはやるんですよ。ところがですね、したくないことはやらないんですね。で、昔はサラリーマンなりで会社に入りますとですね、したくなくてもそれをしないと会社を首になるし、会社が無いと食っていけなくなるんでね、イヤな事でもですね、それを辛抱してイヤな事でもシブシブやったわけですよ。　と、今はイヤな事を言いますとね「はい、すぐ辞めます」とこうくるんですよ。で、辞めても独り身でしたらですね、そこそこフリーターでですね食っていける訳ですよ。っと、辞められる訳ですよ。で、好きな仕事だけやって、嫌いなことはしない。ってこう言う事が実際、成り立つような世の中です。恵まれてるんでしょうけれどもこういう形でやっぱ、我々人間の迷いが具体的に現れているって事であります。だからですね、好きな人、自分の気に入った人とは付合うけれども嫌いな人とは一切お付き合いはイヤだと、こういう風になるんですねぇ。これは偏食でしょうこれ。こういうのが人間の迷いだって言うのです。こうした事をやりますからですね、四苦八苦のいろんなままならない状況が呼び起こされてくるんであるというふうに言うんですよ。　昨今、特にですね若い方々の色々な凶悪な事件がもう日常茶飯とまで言われるように目につくようになりました。こういう事件もあった、こういう事件もあった、しかも我々にはほとんど考えられないような驚くべく様な事件が、ほとんど毎日の様ですよね、新聞記事、テレビのニュースを賑わせているわけでしょう。ああいう事態を呼び起こしてきているのは何なんなのかと、っと我々日常の我が儘な暮らしぶりという事が結果として蔓延している。と、もう四苦八苦では収まらなくなってきているでしょう。　もうあんなとにかくですえんぇ～今申しました様な四苦でも八苦でも言えないような残酷無惨な生々さという事が非常にまぁ目立つようになってまいりました。まさしくその我が儘って言うですかね、偏食、がもたらしてくるですね人間の迷いと言うことがですね如実に表してくる時代ですねぇ。だから、今のですから、お若い方、うちもそうですけどね、そういう風に、僕らもそう育ってきたんですけれども、まぁ僕らって言いますとですとね、やっぱり自分の親世代はですね戦後生まれだからですね「お前らは戦争を知らないから、軍隊生活を知らないから甘いんである」とこういう風にですね、いわれながら育って来たんですよ。で、今のこういう時代を作ってきたのであります。しかも今度はその子供になりますと、その子供たちはと言いますと、我々親も甘かったんですが、もっと甘い訳なんですよ。　って事はもっと甘いって事は、自分達が経験、味わってきた以上の苦しみという事が待っているって言いますか、或いはもう引き起こされてきているという事でありましょう。それをみますとですね。皆さん方もそれはあのぉ大変なご苦労をしてきたわけでしょうけれども、これからあのぉ若い方々に待ち受けているご苦労という事は年輩の方々が苦労してきた比ではないでしょうね。我々が苦労された以上に比較にならない以上に、深くどうしようもないような苦労ということが、今我が儘にしている若い方々の前に待ち伏せしているという、こういう状況でありましょ。だから、これから生まれてくるお子さんって大変な苦労なんですよ。　だから、本当はですね、若い人たちの前でですね、僕の世代はですね、俺達は多少これだけ苦労してきたんだていう事を威張りたい訳でしょうけれども、それ言いますとですとね、自分たちがこれだけ苦労してきたんだと言うことは言えないようなご時勢になってます。現に一昔前ですとね、老人というのは尊ばれました。尊ばれるってことはですね、人間の経験ってことがやっぱり、尊ばれてきた訳であります。ところが今はですねぇ、老人が尊ばれないと言うことは人間がずぅっと何十年間積み重ねてきた経験という事が、そんな事があってですね、ないがしろにされてきたということであります。で、これ若い方解ってる訳ですよ。経験する事によって苦がなくなり楽がもたらして来ることになりましたかとなりますと、いよいよ何かですね、今まで無かったような苦というものが呼び起こされつつあるってこうした事をですね肌で感じてますから、やっぱり、何で親父お袋、こんな酷い世の中を作ったんだと言うことになりましてですね。経験したことが威張れるどころか逆な形っていう事になるわけでしょう。まっ、こういう状況を迎えている訳であります。

ですからですね、そういうふうにですね偏食をしている、えり好みをしているってことが迷いという事、これが苦をもたらすんだと言うことは仏教ではこれはまぁ一応「いろは」なんです。誰でもこれは言う事でもあるんです。ところがそれがですね、なかなか今日、通じないんですねぇ、ってのは、多かれ少なかれ、今、日本中、みんな偏食している状況であります。好きな物だけ、好物だけをパクパク、パクパクっていうふうに口にしているというこういう状況がありましょう。ですから、嫌いなものを食べるって事はですね、やっぱりその嫌いな物をイヤイヤながらって意識があるんですよ。ですから、そうでしょ昔だってそうでしょう。昔は何でも食え、何でも食わないと弱い身体になっていくと、そしてそれが昂ずると病気になるんであると、だから何でも食えと言われた訳ですよ。って今はですから、そんなことはないでしょう。従って身体が弱くなっていくっていうこと、で、従って、また病気になっていくってことでありましょ、その苦しみを越えていくって事ですね。偏食を直して行くって事。これを「涅槃」って事なんです。ですから、偏食が無くなればですねダンダンダンダンこれが何でも食べられるようになりますから、何でも食べていく生活になっていく訳ですよ。で、何でも食べていけば今まで弱かった体がだんだんだんだん丈夫になっていくってことであります、ですから、弱かった体が丈夫になっていく、健康になっていくって言う事を仏に成るということで言い表わすんであります。

ですから、仏さんとはどんな方かということになりますとですね、これは健康な方っていうのを仏さんと言うんです。今、健康ブームなんですけれどもね。そういう事はあまり言われないですよね。だから、何でも食べられる人、従ってですね、何でも実際食べていける人、つまり、好き嫌いがあってもですねぇ好きなものな好きなものなりにですね、嫌いな物でもやっぱり嫌いな物なりにですね、満遍なく食べていく生活をしていかれる方が仏さんであります。だから、どんどんと食べていけば偏食がなくて、どんどんと弱い体が強くなっていきます。どんどんどんどん健康になっていくってことになります。ところが、なかなかそうは行かないという我々の病んでいると言うあり方になります。従ってまぁ偏食を無くしていく、ここでまぁひとつ仏教の要があるんであると。ですから色々な仏教の修行、行があるんですが、要は何のためにですねそんな形でですねそういう行が修められていくかになりますですね。偏食をなくしていく方法なんであります。どうやったら嫌いな物も口にできるようになれるのかと。どうやったら偏食がなくなるのかと、その方法をそれを仏道の行という言葉で表すんであります。これも平凡なんであります。だれでも難しいと言うんでありますけどね。そんだけ、偏食をなくすって事が難しって事なんですね。ですから、その偏食がやっぱり迷いなんであると言う事なんですけれどもですね　これぇ偏食をしてる者に言ってもですね、これ通じないんですよ。
まぁ、私も本保さんとですね何となく馬が合うと言うんだと思うんですが、仮に住職にですね、これ、「住職、あんた偏食してるよ、それが迷いなんだと、だから四苦八苦という苦しみを呼び込むんですよ」というふうに言ったとしましてでもですねぇ、受け付けてくれるでしょうかねっと言う事なんですよ。これだって好物をですねぇ口にしている訳ですよ。美味しいものをおいしいと食べて心地いいわけですよ、非常に気分がいいわけですよ。ですから、もう一杯もう一杯って、もう一つもう一つってですね、好物をむさぼっているありかたでしょう、お酒飲むでしょ。まぁこれも偏食ですからね、ですから、すると、もう一杯、もう一杯となるんですよ。　そういう状況な訳ですよ。おまけに言えば、ケーキならケーキをですねぇ、ケーキをもう一つ別腹だって、もう一つ食べたいって、大好物なケーキを口にしている時になんかですよ、「それが迷いなんですよ」と言いますと、大体いやがられるんですよ。人がせっかく好物のケーキを食べている時にですね。何てイヤな事を言うんだってですね、大体ですね、これは遠ざけられるんですよ。　これそうでしょ何でもいいんですけどね。　お酒飲みますとですね、気分良く丁度昨日も酒飲んでましてですねぇ僕も一緒に居ますけどねぇ～場所を変えますとですね、　やっぱ、そんな事言われたら酒の味落ちますからねぇ　もしもそんな事言われましたらですねぇ、あっちへ行けって言う訳ですよ。邪魔だっと言うことになるんですねぇと言う形でですね、迷っているんですけれどもですね、それが迷いなんだって事を言いましてもですね、受付ないんですよ。解ってもらえないんですよ。でですね、好きな物を好きなだけどうぞ食べて下さいと、これほど幸せな事はありません。　昔は食べられなかったんですから、今ホントに好物をどんどんどんどんお好きなだけ食べて下さい満足するまでどうぞ、召し上がって下さいと言われる事を説く教えっていう事がですね今日においては喜ばれるんです。　流行るんです。　そうでしょこれ？これ。違いますか？これ。好物なケーキ一個食べ終ったと、もう一個食べたいと、そんなときにですよ、「どうぞ、どうぞ昔は食えなかったんだから、今こそ、」と　こう言うこという教えは流行るんですよ、それはしかし仏教では迷い、あるいは、迷いを増長させる教えであります。「涅槃」を説く教えと言う事にはならないんですね、正反対なんですよ。　まぁ邪（よこしま）と言うんですけどね、邪教と言うか、外教と言うんですけど、で又、やっぱりその、喜んで欲しい、受け入れて欲しい訳ですから心ならずもですね、それこそ、仏教の教えでない、教えでないものを教えであるかの如くまぁ説いていくと言う事になるんですね。これやがて「歎異抄」の問題になるんです。こんな事を平然とやってるんですね。ですから、今日そんだけ迷いってものが充満している世の中であります。　そういう充満している、迷いが充満している、つまり一億偏食時代の世の中におきましてですね、仏教というのを語ったとしましても受け入れられない時代と言うことなんです。これ我々坊主が力不足、努力不足って事はこれは勿論認めます。しかしながら、いかにこれは坊主が努力をするだけでは、いかんせん、どうにも成らないというところにまで、いう所に身を置いて、生まれてきているという今居るって事、これ大変な時代なんですよね。怖くなるような背筋が寒くなるような時代なんですよ。
ですから、ああこれは偏食をしていたなぁ～と、　その偏食が自分の病気の元だったんだなぁ～というふうに気が付く事が大事なんです病気を無くす上にですね。偏食をなくしたいなぁ～とこういうような心持ちが起こってくる訳でありす。　偏食をなくしたいなと思うところから、言えば、仏道が始まってくるんであります。そして、ま、偏食をなくしていく、色々な行を積んで、偏食がなくなると、そして、偏食がなくなると何でも食べていくという生活になっていくという筋なんですけれども、土台偏食さた方にとりましてですてね　それが迷いである、それが病気の原因であるなどとは思っていませんし、又言ったとしても聞く耳は持たない訳でありますから、いよいよ何か偏食が増長していくっていう形になるんですね。したがってこれ　あのぉ仏道の出発点以前の問題になってくるんであります。で、ここは非常に大事なんで、少し今日申し上げているんですけれども。ですから、皆さんそうでしょうけども、そういう面では色々な形で迷いを重ねてきたってゆうことはあるかと思うんです。ところがその迷いがその、偏食に偏食を重ねてきたって事もある訳ですけれども、ですねぇ、じゃぁその偏食が迷いなんだって事に気が付いているかどうかって、解っているかどうかとなると、これは別問題なんですね。　ですから、成仏していくって事はですね言えばそれは、苦しみを、それこそですね、迷いを滅していくと言う道なんですけども。そう言う迷いをなくしていく仏道の出発点以前におきまして、我々は迷いを知らない、なかなか迷いであるって事に気が付かないでいるって。　これは仏教が通用しなくなった時代に置いて顕わになってくるって大事な点なんであります。　なるほど偏食をして、積み重ねているですよ、しかし、いい気になって、好物を食べているわけであります。迷いを重ねているって事は事実なんですけれども、しかしながら、迷いが迷いとして気が付かないまんま好物を口にしつづけているって事　こういう生き方になってるって事ですね。　だから年輩の方の感覚はですね、これだけ好き勝手をしているんだから、これから世の中どうなるのか、これを思うとお先真っ暗。という感覚をお持ちなんだと思うんですよ、どうなるんだろおうと、今も悪いですけれどね。だから、迷ってるんだけど、そういう意味で言えば、迷いであることに気が付かないままひたすら迷いを重ねてきている。ってのが我々の今までやってきていた生き方って事、これが一つあるんですよね。　一応迷いを滅している事になりますとですね、そういう仏道以前の迷いを迷いとして気が付かないでいるって事であります。迷いはずぅっと経験してきたんだから、迷ってきたって事くらい俺は分かっていると通常こう思うんですよ。　悟りの方は、仏さんの悟りの方は自分には分からないけども、迷いの方ならばずすっと俺、迷ってきたんだから、そんな事くらい解りきっている。　やっぱ俺はお前よりずっと生きているんだから、お前よりずっと迷いを経験してきて居るんだからと、迷いの事は言われなくても良く分かってるよと、こういう風に考えがちなんです。　しかしながら、迷いを積み重ねていくって言う事とそれが迷いであるという風に気が付くと言うことはこれは別であります。　お酒を飲むと分かるんであります。　初め、これはお酒を飲んで、ほろ酔いになる、ほろ酔いになっていい気分になるんですよ。で「あぁ　酔ったなぁ～」って解るんですよ。　ところが、偏食ですからね、もう一杯、もう一杯というふうにですね、杯が重なる訳ですよ。　と言うことはダンダンダンダン酔いが深くなっていくって事です。事実ですよね、で、酔いが深くなれば深くなるほど酔いが解るかとなりますとですね。　酔いが深くなれば深くなるほど、酔いが分からなくなってくるんです。　男の方解るですよね？これね。　飲めば飲む程ですねあぁ酔ったなぁ～って気が付く事から遠ざかるんですよ。　これ凄いですよこれ。まだですね、あぁ「俺酔ったなぁ～」って感ずる時はまだ酔いが浅いんですよ、「俺は酔ってないんだ」ってこういうふうに言い出したらですね、これはもうかなり酔っているんですよこれね。　そういう事ですよねこれね。だからですね、迷いとはですね深くなれば深く成るほど気が付くかって言いますとですね、逆なんですよ、迷いが深くなれば深くなるほど、迷いがわからなくなってくるんです。これがあのぉひとつポイントなんですね。非常に良くあるでしょ？　だから、いまですね、戦後３０年してですね、まぁ深くなってきたって事なんですよ。だから僕なんかですね職業がら言いましてですね　迷いが３０年分迷いが深くなってきたから、だから迷いが分かるかとなると、かえって、迷いが深くなって来た分だけ、迷いがより気が付きにくくなってるって事なんですよ。　すごいでしょこれね、だから、これからですね。もっともっと迷いがを積み重ねていきますとね、いよいよこれね、迷いに気が付かなくなってゆくという事なんですよ。そうでしょ。お酒飲む人は解ると思うんだけど、泥酔したって飲んでますからね、飲んだ覚えがなくても飲んでるんでますからねこれ。　こういうふうになってくる訳ですよ。今そういう時代でしょ。　まぁ酒を飲んだって意識があればいいですよ、だんだんあれでしょう　そういう時代になってくる訳ですよ、ですからね、迷いを重ねて深くなって行くって事と迷いを迷いとして知ると言う事はこれは別なんですよ。　むしろ迷いが深くなれば深くなるほど迷いに気が付かないと言う事、これが人間の実際の在り方ですねぇ。したがってですね、仏道からいよいよこれは遠ざかって行くということなんです。

だから、仏教が流行るどころかですね、イヨイヨこれは廃れて行くことなんですよ。そんな事言いましてもですね。住職が何とか仏教をとこういう風に思い立たれまして、こういう道場なんかを建立された訳でしょう。何とかやっぱり仏教をもういっぺんという風に発願されて、こういう寺を建立されたわけでしょ。まぁ自分もそうですが、衣着てますから当然あるわけですけれどもね。じゃぁどういう形かとなぜ仏教が今日通用しなくなってきているのか、解ってもらえないのか、仏教が解ってもらえなくなるほど、実は迷いが深くなっているご時世であるという。こういう事がありましてですね分からなくなってきて居るんですよ。
迷いを滅するって言うことを成仏っていいます、迷いを迷いとしてを知る、あるいは、迷いに気が付く事、迷いに気が付くという事をですね、これを「往生」という言葉で言い表すんであります。　生まれ直すとか生れ代わるとかですね新しく生まれるとか言う訳です。

だから、これ、往生ってことはこれは容易成らない事です。前後不覚に酔っぱらった状態の人に対して、「お前、酔ってるんだぞ」と言うふうに気が付かせるって事が、往生せしめるって事であります。これが南無阿弥陀仏の面目になってるんですね、ですから迷いを迷いとして気がつかない程深く迷っている場合です、迷いとして気が付かしめる、こういう如来さんを阿弥陀さんという風に私どもでは言うんであります。これ、ただならぬ事ではないんでしょうか？まっ一応そう言うんですね、迷いを知るってことをですね、偏食だって事に気が付くっていう事。それを「往生する」っというふうに言い表わすんであります。
じゃぁどうやったらですね、迷いを知らない者をですね、迷いを迷いとして気が付くか、どういういふうにしたらですね迷いを迷いとして気が付いてもらえるか？これが通常、成仏の行に対して往生の行と言う意味なんです。
普通の仏道はですね偏食をなくしていくって言う行なんです。それに対して、我々の方はですね行とか使うんですがね偏食を偏食だとして気が付かしめる行。という、こういう違いがあるんです。　その迷いを迷いとして気がついて、気が付いていくような道、どうやったら迷いに目を覚ます事ができるのか、まぁそう言った、その往生の行というのが私どもの方はですね「お念仏」という言葉でいい表されてきたんであります。それで、お念仏して往生すると言うふうな。まぁ通称、「念仏往生」という言葉が言われるわけなんですねぇ。　だから、そう思いますとですね、それほど深く迷っている者をですね、迷いを迷いとして気が付かしめようと言う、思い立った、それを願心、祈り、これをそのいのち、これをそのご本尊という形で寺の本堂の真ん中に安置する訳であります。自分たちにとっての一番大事なものと言う訳でございます。
だから、我々もそうですが、迷いがどんどん深くなっていくって言うことは逆にまだですね、あぁやはりその迷いに気が付きたいな、迷いを知りたいなと言うようなですね、まぁ欲求というか願いというか祈りという事が逆な形で顕わに成ってきていると、まぁこういう事なんですね。
という、迷いを知りたいと言うような欲求。これを阿弥陀の本願ということばで現すんですね。阿弥陀さんの事なんでありす、そのことを私どもは「阿弥陀のいのち」ということで言い現すんであります。　その阿弥陀の本願を、つまり、迷いを知りたいなぁ～というような深いいのちの願い。あるいはですね、そういう縁ですとね、迷いを目覚めていく、往生の道というものを住職のしようとしているのは「歎異抄」を通して学んで行くという事なんだと思うんですね、それはですね普通はこれは迷いを滅して行くっていう成仏の方に目が向かうんですけれども、私のは先ずですね、酔いを酔いとして気がつく、迷いを迷いとして気が付くという往生という問題を前面に出してきますから、そこのところに少しまなこを据える形でですね聴聞していく、こうなれば一応これは少し目印がたつんではないかとこう思いましてですね最初なんですけどもこんなことを申し上げてみたかた訳であります。そうすればですね、仏教と言うことを少し皆さんもお感じ頂けたんではないでしょうか。非常に簡単でありす。　好き嫌いをなくせます、しかもです。　好き嫌いなすったことはこれは又、それは大変容易ならざる事であるということもお感じになられたのではないでしょうか。しかもそのことが今日は通用しないと、それほど今日偏食が度が深くなっていく、従って、その偏食が偏食として気が付かない時代になっているとこになっていると言うこともお感じ下さるかなと思う訳です。　そういうようなことをですね、往生の道を住職を中心にしましてですね「歎異抄」をテキストにして学んでいきたいと、まぁこういう事であります。まぁこんな事で少し回り道したんですけれども、自己紹介代わりにですね、ここら辺が一応基本がといいますか、いろはなんだと言うことなんであります。　まぁ時間になります。置かして下さい。
（質問）お話しの後、門徒のKさんより昔の事件（子供が本屋で万引きをして店主に追いかけられて踏み切りで電車に跳ねられ死亡した事件で、その後、その本屋の前で親がデモなどをして店主のやり方を攻めたという事がありました。その本屋の店主は商売をしていけなくなりました。）を取り上げられ、質問がありました。

Ｋさん：　万引きした子供が悪いのに、結局は店主が店を閉めなくてはならなくなった。しかも複数の頭のいいはずの母親がデモをしたと言う事実。　これは狂ってる。おかしいと思う、悪い事をした者を追いかけた方が責められる様な変な世の中になってしまった。子供が理解出来る、出来ないに関わらず、悪い事は悪いと教え、注意しなければならない筈。それが出来ていない。しかも大多数の大人が出来ていない。天変地異でも起きて、本当に困らないと言って聞かせるくらいでは解らないし、聞く耳を持たないんですよ、そんな変な世の中になってしまって、どう思います先生？

大島先生：仰る通りでありまして狂った事を今、肯定する時代です。おかしいんですけれども、当人解らないんですよ。狂いがそれほど深くなってきているって事なんですよ。酔いがそれほど深くなってきているってことなんです。それが今お話ししました「往生」の問題って言う事なんですよ。これがお念仏なんですよ。全部それは迷ってることが是認されてくる、頭をもたげてくるって時代であるんでしょうねぇ。しかも、我々は豊かな生活になってきて、じゃぁ我々元に戻れるかっていうとこれまた問題でねぇ～それがなかなか戻れないんですよね、たとえ天変地異が起きてもね、又すぐ忘れてしまうんですよ。戻れない。　ブレーキの利かない車が暴走しているようなもんですよ今の時代っていうのは。ぞっとしますけどね。そういう時代でありますし、ですから、そういう時代を作ったって事でしょうね、これが又親が作ったって言われればそれまでなんですよね。　おかしいのをおかしいと感じないって事なんですよ。　どうしたらって事がこれからお話する、そこがとっても大事な往生ってとこなんです。こまったもんですれどもねぇ。これ、やがて出るでしょうけれども、「凡夫」という言葉です。　お互いにいい世の中を作ろうと思って一生懸命やってきた訳でしょうけれども、やってきた結果どうなったかと言うと、こんなはずではなかったというような、そういうような事をですね、良かれと思って一生懸命やってきた結果として、何て事をしでかしてくれたんだと、あるいは、とんでもないことをしてくれたんだと、こういうあり方と言うものを我々の方では「凡夫」という言葉で言い方で表すんですよね。　これはありますねぇ　皆一生懸命生きてきて、しかし、結果としてはという事。そんなつもりでやってきた訳じゃぁないんですが、しかし、こんな結果になってしまったんですよね。そういうのを「凡夫」といいましてね。どうしたらいいんですかねぇ～、ってこういう問いですね、ごく平凡にいいますとね、という呼びかけを、これを南無阿弥陀仏と言うですね　単純なことなんですけどね。　そういう南無阿弥陀仏なんですよ。こういうご時世で頭抱えてるんでしょ？そういう存在というか問題をお互いにそれぞれの中に於いて抱えていらっしゃるんじゃあないでしょうか、それを思いますとですねぇ、どうしたらいいんだろうかと悶々としながら生きてきたし、これからも生きて行くんじゃあないでしょうかね、
そういうあり方を南無阿弥陀仏と言い表しているんだと言うこと、これ本尊なんですよ。
大事にしてください。
無断転載禁止。いかなる方法での一部または全ての複写を禁止します。

また当ファイル名及び属性変更、記載内容変更を禁止します。　　発表：大島義男　テープリライト:ono
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